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職の緯・繍あい醍つり
吉舎自治振興会では10月21日（日）に秋晴れの下、第9回ふ
れあい巴まつりを開催しました。

今年は、屋外に16のテントを設け13の店が喫茶や食品“衣類

などを販売し、屋内では14のグレープや学校関係の作品展示を行

いました。

舞台では、日彰館高校や吉舎中学校の吹奏楽部の演奏でにぎやか

に幕を開け、園児の太鼓、子どものダンス、フラダンスなど、盛り

だくさんの楽しい演芸に大喝采、のびのびと笑顔が広がり地域の絆

を確かめ合う最高の一日でした。多くの関係者のみなさん、ご支援

とご協力をいただきありがとうございました。　（松浦正法）

吉舎谷遊粋会のたこ焼き

司会はお馴染み

掛田勝彦さん

1年るこどきん衰一個〟
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ハイビスカスのフラダンス

若いみなさんがたくさん参加してくださり、地域の絆がさらに深まりました。

1
0
月
6
日
（
土
）
に
辻
八
幡
の
神
殿
人
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
辻
地
区
に
近
つ
く
と
灯
ろ

う
の
光
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
え
ま
す
。

9
時
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
光
が
宮
平
橋
を

め
ざ
し
て
集
ま
っ
て
き
て
、
煙
火
を
合
図

に
、
神
主
さ
ん
を
先
頭
に
参
拝
す
る
人
々
の

持
つ
赤
と
緑
の
灯
ろ
う
の
光
が
、
流
れ
る
よ

う
に
お
宮
ま
で
登
っ
て
い
く
景
色
は
と
て
も

幻
想
的
で
す
。
ま
た
、
お
宮
ま
で
の
参
道
と

周
辺
は
約
5
0
0
0
個
の
灯
ろ
う
で
飾
り
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
宮
か
ら
見
下
ろ
す
と
稲
刈
の
す
ん
だ
田

ん
ば
の
中
に
は
光
の
芸
術
作
品
が
見
え
ま

す。
今
年
は
「
人
心
一
新
」
の
文
字
が
き
れ
い

に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

灯
ろ
う
を
持
っ
て
参
拝
す
る
人
の
中
に

は
た
く
さ
ん
の
若
い
方
も
見
受
け
ら
れ
、

故
郷
の
行
事
を
大
切
に
し
た
い
と
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
内

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
例
年
以
上
に
多

く
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
野
上
清
治
・
松
田
正
美
）

闇
に
浮
か
ぶ
兜
の
芸
術
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看花いっぱい運動
吉舎自治振興会環境衛生部では中秋も

少し過ぎた10月13日（土）に市街地のプ

ランター50個の花を植え替えました。

今回は夏季のサルビアに替えて、小粒

ながらも冬でも花もちの良いビオラで

す。

ヽカロされたみなさんの手により丁寧に＼露
れたビオラは、寒い冬にもほ待つ

かとした温かみを与えてくれることで

しょう。花言葉は『誠実な愛』だそう

です。　　　　　　（瀧口敏文）
＼＼ 
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圏
徳
市
地
区
敬
老
会
並
び
に

徳
市
文
化
祭

1
0
年
別
日
（
日
）
午
前
1
0
時
よ

り
士
基
因
徳
市
白
墨
奉
読
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
敬
老
者
0
0
人
を
お
迎
え
し

開
催
し
ま
し
た
。
三
次
市
主
星
支
所

長
三
次
市
議
会
議
員
2
名
の
お
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
2
名
の
方
へ
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
徳
市
文
化

祭
で
は
、
何
回
も
練
習
を
重
ね
た
踊

り
や
ダ
ン
ス
・
尺
八
演
奏
に
ピ
ア
ノ

〃
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
開
校
時
の

教
頭
先
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
の
発
表
で
笑
顔
満
開
、
ま
た
児

童
の
作
品
・
手
芸
や
盆
栽
な
ど
の
展

示
コ
ー
ナ
上
収
襲
来
や
小
物
類

の
販
売
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
く
有
意

義
な
一
日
を
塑
」
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
七
福
神
の
登
場
で
「
福
」

を
皆
さ
ん
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

「
福
」
が
逃
げ
ま
せ
ん
よ
っ
に
！

（
中
倉
政
子

e
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

軸
紙
背
塁
撮
興
会
で
は
、
1
0
月

1
4
日
（
日
）
朝
9
時
か
ら
第
2
回
目

の
パ
ー
ク
コ
ル
フ
大
会
を
1
6
人
の
参

加
者
で
行
い
ま
し
た
。

近
く
に
は
コ
ス
モ
ス
が
満
開
で
、

秋
空
の
晴
天
の
中
、
楽
し
く
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
太
上
清
隆
）

菓
歩
道
橋
塗
袈
替
完
了

国
道
1
8
4
号
線
に
架
か
っ
て
い
る

丸
田
蛮
帽
橋
の
補
修
、
塗
装
塗
替
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。

立
派
な
歩
道
橋
と
な
り
、
色
も
き
れ

い
で
遠
く
か
ら
も
よ
く
分
か
り
、
目
印

に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
（
野
上
清
忠
告

〇
一
。
一
瓶
で
バ
ス
ツ
ア
ー

中
国
字
自
治
緯
搭
嬰
会
÷
女
性
部
で

は
、
1
0
月
2
1
日
（
日
）
に
、
三
瓶
山

で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
バ
ス
ツ
ア
ー
，
を

実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
本
当
に
気

持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
の
中
、
北
の
原

か
ら
西
の
原
ま
で
「
さ
あ
！
出
発
」

…
し
ば
ら
く
す
る
と
「
あ
れ
…
お
か

し
い
ぞ
？
道
が
？
？
？
」
ミ
ス
テ

リ
ー
サ
ー
ク
ル
？
？
？
と
ハ
プ
ニ
ン

グ
！
そ
れ
で
も
定
刻
に
西
の
原
に
到

着
－
。
み
ん
な
で
記
念
量
目
千
・

草
原
の
中
で
食
べ
る
お
弁
当
は
最

高
で
し
た
よ
。

最
後
に
「
来
年
も
一
番
に
申
し
込

む
か
ら
ね
I
L
と
う
れ
し
い
三
も

来
年
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
な

ら
な
い
様
に
準
備
し
ま
す
ね
。
…
み

な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
ー
之
」
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
　
（
時
宗
一
実
）

営
中
学
生
が
ク
リ
ー
ン
活
動

1
0
月
5
日
　
（
金
）
　
に
ク
リ
ー
ン

活
動
の
一
環
と
し
て
徳
市
の
中
学

生
7
名
が
吉
舎
徳
市
自
治
交
流
セ

ン
タ
ー
内
を
清
掃
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ト
イ
レ
も
き
れ
い
に
な
り
、
ち

ょ
う
ど
文
化
祭
の
前
で
と
っ
て
も

助
か
り
ま
し
た
。
（
中
倉
政
子
）

き
ん
楯
目
す
γ
マ
イ
竜

で
書
）
ま
）
し
た
I
・

う
た
ん
」
と
「
か
ぼ
ち
ゃ
」

（
申
倉
政
子
）



10月14日（日）に敷地艮神石」

の秋季例大祭硝子われました。、－／

（大上清隆）
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敷地のパークゴルフ場近くに中山問直接支払制度を利用した景観作物のコスモス

が植えられています。

10月中旬に見ごろを迎えた約十万本のコスモス、敷地保育所の子どもたちも見

に来てくれました。子どもたちは、まるでお花畑の妖精のようでした。
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書
目
彰
館
高
校
P
T
A

全
国
表
彰
報
告
会

こ
の
度
、
日
彰
館
古
里
堂
山
俄
の
P

T
A
が
、
全
国
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
．日
彰
饉
晶
校
で
は
鴇
が
悪
因
話
の
持

込
み
が
禁
止
さ
れ
、
「
生
徒
た
ち
と

の
連
絡
手
段
を
ど
う
し
よ
う
？
」
と

い
う
こ
と
で
、
公
血
釜
竃
話
の
設
置
に

向
け
て
P
T
A
が
市
や
地
域
に
は
た

ら
き
か
け
実
現
し
ま
し
た
。

現
在
、
公
衆
電
話
は
J
R
吉
舎
駅

に
隣
接
す
る
中
四
字
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
、
生
徒

さ
ん
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
駅
に
来
ら
れ

る
方
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
と
連
携
し
た
見
守
り
の

取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
全
国
表
彰
を

受
け
ら
れ
、
そ
の
報
生
臭
芸
が
1
0
月
8

日
（
祝
）
に
中
四
字
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

青
木
P
T
A
会
長
か
ら
感
謝
状
を

る
上
垣
自
治
遵
会
長

セ
ン
r
予
行
究
ま
し
た
。

日
彰
山
型
晶
等
学
校
P
T
A
か
、
皇
国

舎
町
自
治
振
興
連
△
夏
雲
並
び
に
中
四

字
自
治
振
闇
芙
芸
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
学
校
と
地
域
の
連
携
を
深

め
て
い
き
ま
し
ょ
ー
㌔

（
時
宗
一
美
）

S
ダ
ル
マ
カ
エ
ル
生
息
調
香

1
0
月
9
日
、
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
の

生
息
調
査
を
安
田
小
学
校
児
童
と

行
な
い
ま
し
た
。

保
護
の
会
会
長
福
場
健
二
さ
ん

の
調
査
に
よ
る
と
、
今
年
は
生
息

地
が
更
に
広
範
囲
に
な
り
、
全
体

で
約
2
0
0
0
匹
　
（
昨
年
の
約
2

倍
で
過
去
最
高
記
録
）
　
確
認
で
き

た
そ
う
で
す
。
嬉
し
い
こ
と
で
す

ね。

（
滝
上
　
洋
）

菓
吉
舎
の
駐
在
さ
ん
紹
介

9
月
か
ら
三
次
警
察
署
吉
舎
駐
在

所
へ
赴
任
さ
れ
た
岩
崎
明
登
警
部
補

さ
ん
　
（
5
6
歳
）
　
を
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

岩
崎
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
福

山
な
ど
の
東
部
方
面
で
勤
務
さ
れ
て

こ
ら
れ
、
三
次
署
勤
務
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

魚
釣
り
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
汗
を

流
す
の
が
趣
味
だ
そ
う
で
す
。

吉
舎
の
こ
と
も
ま
だ
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
巡
回
連
絡
を

通
じ
て
管
内
の
実
態
把
握
に
努
め
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
に

寄
与
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
松
田
　
正
美
）

町
民
の
皆
様
に
お
願
い
！

吉
舎
で
も
盗
離
事
件
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
外
出
さ
れ
る
時

は
必
ず
鍵
を
か
け
て
、
欝
同
士
声

を
掛
け
合
っ
て
事
故
に
含
あ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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議
会
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

三
次
市
議
会
で
は
、
市
内
1
9
△
置
物

で
平
成
幻
年
度
三
次
尭
認
蓋
話
芸
報

告
会
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

土
星
旦
云
場
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
日
時
　
日
月
釦
日
（
火
）

1
9
時
か
ら
創
時
ま
で

○
会
場
　
土
星
星
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
1
都
　
議
会
轟
翌
日

①
議
会
改
革
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

②
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

③
冨
堅
い
経
口

第
2
部
　
意
見
套
換

（
士
星
口
町
自
治
擾
埋
浬
含
量

来
年
の
干
支
は
「
E
L
で
す

「
帝
要
の
折
り
紙
講
習
会
」

早
い
も
の
で
、
毎
年
惜
例
の
干
支
の

折
り
紙
講
習
芸
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
巳
年
で
今
回
も
ど
ん
な
作

品
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
∪
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時
　
1
2
月
6
日
（
木
）

1
3
時
0
0
分
～

○
会
場
　
土
塁
星
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
講
師
　
赤
木
賢
治
さ
ん

（
君
田
。
折
り
紙
博
物
館
璧

○
材
料
代
　
2
0
0
円

○
定
員
　
柳
人

○
申
込
み

日
月
0
0
日

自
治
擾
寒
雲
口

会
（
℡
4
3
・

7
2
7
2
）
　
へ

お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
宕
貝
に

な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
っ

（
金
）
ま
で
に
吉
舎
町

優
良
謡
議
鰭
て
い
ま
す

現
在
三
次
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で

5
年
以
上
無
事
故
。
無
違
反
の
優
良
運

転
者
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
表
彰
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
受
付
期
間

平
成
必
年
1
0
月
1
日
か
ら

平
成
鰐
年
1
月
1
5
日
ま
で

（
証
明
書
の
交
付
ま
で
2
週
間
か
か
り

ま
す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
）

○
表
彰
種
別

①
三
次
一
基
望
芸
房
盟
至
墨
盃
彰

（
5
年
、
1
0
年
、
1
5
年
以
上
）

②
広
島
県
雰
壁
雲
霞
窒
雲
量
賽
彰

（
2
0
年
以
上
）

③
広
島
県
堅
塁
去
部
長
。
広
島
基
父
通

安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

（
2
5
年
、
3
0
年
、
3
5
年
、

4
0
年
以
上
）

○
提
出
書
類

〃
申
請
書
。
三
次
交
通
安
全
協
会
の

含
量
祉
（
写
し
）
　
〃
鍵
等
故
、
無
違

反
証
明
書
（
原
本
）

※
申
経
堂
岳
の
作
成
は
「
運
転
経
歴
証
明

書
」
の
受
取
後
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
せ
。
提
出
先

士
星
口
町
白
糸
鐘
強
襲
口
会

℡
4
3
・
7
2
7
2

尾
道
松
江
線
を
歩
き
ま
す

「
楽
し
く
歩
こ
う
会
」

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
、
尾
道
松
江

線
の
海
田
原
橋
を
歩
く
「
楽
し
く
歩
こ

ー
王
室
を
開
催
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
1

0
開
催
日
　
日
月
1
8
日
（
日
）

○
申
込
み
　
敷
地
自
治
擾
興
芸

（
℡
4
3
・
2
＼
J
7
）

手
作
り
し
め
な
わ
で
新
年
を

「
し
め
な
わ
作
り
講
習
会
」

八
幡
自
治
撮
寒
雲
で

は
、
毎
年
恒
例
の

「
し
め
な
わ
作
り
話

習
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
〕

手
作
り
の
し
め
な
わ
で
新
年
を
迎
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
開
催
日
　
1
2
月
9
日
（
日
）

○
会
場
　
八
幡
小
学
校
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

○
申
込
み
　
八
幡
自
治
振
興
会

（
℡
4
3
・
2
5
6
6
）

菓
「
む
つ
み
会
」
さ
ん

あ
り
が
と
う
ー
・

こ
の
度
、
三
味
線
サ
ー
ク
ル
「
む
つ

み
会
」
で
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
の
方
々

が
、
過
去
十
数
年
に
亘
り
、
定
期
的
に

シ
ー
ツ
交
換
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け

て
来
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
じ
か
荘
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
む
つ
み
会
」
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
∪
　
（
時
宗
一
実
）

後
鳥
羽
上
皇
配
流
伝
説
の
残
る

士
善
良
神
社
を
訪
ね
て

士
星
口
艮
神
社
の
神
楽
殿
の
正
面
に
奉

ら
れ
て
い
る
こ
れ
…
。

な
ん
だ
か
ご
存
知
で
す
か
？

こ
れ
は
昭
和
6
年
に
士
星
口
町
出
身
の

飛
行
士
が
故
郷
へ
訪
問
飛
行
を
行
い
、

そ
の
飛
行
機
を
士
基
因
へ
寄
付
し
た
そ
っ

で
す
っ
土
星
口
小
学
校
の
格
納
庫
に
あ
っ
た
も

の
が
戦
時
中
に
解
体
さ
れ
、
残
っ
た
の

は
‥
プ
ロ
ペ
一
子

そ
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
艮
神
社
へ
奉
納
さ

れ
て
い
る
の
で
す

境
内
の
大
銀
杏
も
き
れ
い
に
黄
葉
し

冬
が
来
る
前
に
は
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
楽
し
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ぜ
ひ
吉
舎
艮
神
社
に
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
松
田
正
美
）



～吉舎調理場へようこそ～

吉舎調理場に秋の味覚が届きました。

10月9日（火）には、秋食材として吉舎町の

き、新メニューとして「ほっこりんごケーキ」

：∴∴∴∴∴：∴∴　∴∴∴∴∴ �「∴ 

i � 

：「＼∴∴†　　　　　　　　　　　　　∴∴、i＼∴一∴∴－rrr∴∴ 

スパゲティナポリタン　牛乳
さっぱりあえ　ほっこりんごケーキ

気市さんより吉舎町産の「秋映」という品種のりんごを届けていただ

を作りました。また10月17日（水）には、元気市さんからの吉舎町
産秋の味覚第2弾を届けていただきました。今回はりんごそのものを
しっかり味わってもらえるように、フルーツとして給食に登場しまし
た。左側が「シナノゴールド」、右側が「新世界」という品種です。
大きさの違いがよくわか

ると思います。保育所には
「新世界」、小中学校には

「シナノゴールド」を届け

ました。「シナノゴールド

」は1個430gほどあり

ました。1／4カットで1

人100gくらいと、食べ

応えのある量になりました
が、美味しくてベロリと食
べてくれたのではないかと

思います。

：∴「測○：∴　　∴∴一∴ 

鵬：・：駒　鳥・　瀾醸綴撥懇擬　綴鰯 

”・”瀦 

∴子∴　∴∴ざ：＼バ∴∴∴ 

光三莞仝飢ト25g　．りん製亨／8にカットし、皮付き。まま。ちょう切りにします。 � 

罷雷∴∴∴？需　：篭が競㌢鷲宇整睾丸叩ダーを合わせてふる。、 � 
勢モン　　。「塁　。難諾詫結こ、溶き卵、油、溶かしパターを加え、さっくり 

翁‾キングパウダ‾0雷　。罪今突二罷武志蒜嘉誓千㌔。。で約25分焼き上げ 
油　　　　　　　　2．5g　　　　ます。 

バター　　　　　　2．5g　　　〃荒熱をとってからカットします。 

レ‾ズン　　　3g潮州鵬囲〉馳融脚㈱！馳哩固唾型 

11月の新着図書案内（9月21日～10月20日受入分）

【一般書】

「タメな私」（こ○をする　　　　　　香山　リカ／著（心理）

戦後史の正体　　　　　　　　　　　孫崎　亮／善（庭豊）

58歳からはじめる定年後の段取り術　山見　博康／著（老年学）

善遊びレクで頭と体を機能UP！グループこんぺいと　（福祉）

IUでのトリセツ　　　　　　　おおた　としまき／著（子育て）

大切なことはみんな靭ドラが教えてくれた
田幸　和歌子／菅（テレビドラマ）

僕の心の埋まらない空洞　　　　　　　平山　瑞穂／琶（小説）

ノエル　　　　　　　　　　選局　尭介／著（小説）など26冊

【児童書】

しことは　シリーズ4冊　　　鈴木　のりたけ／さく（しこと）

いっしょだよ　　　　　　　　小寺　毒矢／写真・文（いのち）

おどろ書の瞬間！？　　　　　　伊畑地　国夫／文（しやしん）

はじめてでもできるかんたんティッシュ工作

ねこたまのおほほと物の怪たち

おおかみごともの雨と雪

駒宮　津／著（こうきく）

香月　日輸（よみもの）

細田　守／著（よみもの）

ペッパー・ルーと死の天使

ジ工ラルデイン・マコツクラン／作（よみもの）

べんとうペんたるう　　　　酒井　絹恵／絵（えはん）など50冊

お問合せ先：吉舎図書館（℡43－4513）

場込
申“

込問
締い勝小三12
め合負学空月

※貸出中の鳩舎は予約もできます。どうぞご利用ください。 �時丁 �書や塞ぎす 

今月のひと－と － 

『人間の幸福は、自己の優れた能力を自由自在に発揮するにある』（アリストテレス）ので、退職後も自 
らを律して自ら立って生きいろんな挑戦を試みようではないか。その積極的な姿勢があれば人生の最終 
回を、尊厳を持って晴れ晴れと迎えることができるのではないだろうか。 

「58歳からはじめる定年前後の段取り術」　山見　博康／著　より 

5　昇るごどきん龍一M741

※
申出

開
催
日
時

開
催
場
所

出
場
資
格

轄
じ
ゃ
れ
グ
ラ
シ
う
り
一
－
涼
太
会

～
だ
じ
ゃ
れ
好
き
の
だ
じ
ゃ
れ
好
き
に
よ
る

だ
じ
ゃ
れ
好
き
の
た
め

★
☆
★
お
は
な
し
広
場
★
☆
★

と
　
き
　
1
2
月
l
日
（
土
）
　
1
0
時
約
分
か
ら

テ
ー
マ
　
あ
お
て
ん
ば
う
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
吉
舎
図
書
館
で
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税申告に向けて① 
○農業所得のある方は、農業に関する収入 
と支出のわかる預貯金通帳・請求書・領 
収害（レシート）などを整理しておきま 
しょう。 
○医療費控除の申告の糠は、領収書の提出 

が必妻です。－年分の鎮収書は大切に保 

曹してください。 
○生命保験・共滴等の払込証明は、年末調 
藍や申告の糠、必要となります。なくさ 

、）ないようにしましょう。（縫合調整値） 1“一‾　‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾’、‾‾‾1‾－〝’’l撥綴圏瑚畷撥慈溌終発溌慾澄態畿闇畷蘭　抄　ら　‾‘　れ　山 ������������������贈 

ll7　割　　問：艦予防ラジオ体操を知っていますか？ 
～介護予防ラジオ体操周知状況～ （羽魂独年7月に実施した「おだっしゃチェック」結果より堀㈲ 65歳以上の介護保険の要支援・要介護認定を受けておられな �0 

0 80％ �� � � � � � � � � � � � � � � � �（ ＿），＿，j �i i i 」 

し嘲寸象に、介護耐院のきっ力Wとしていただくために「お �0 ��� �� �� �� �� �� �� �� 

たっしやチェック」を行いました。 �60％ 40％ 20％ �� 

吉舎町は1265名対象のうち921名の万力恒搭してくださ ��� 

し � � � � � � � � � � � �◆ 

いました（副文率72，8％）。 集昌博頚改）一一七曜三ご紹介します。 ��� 

動かしやすい体づくりに効果のある「介護予防ラジフ神祇乳を ��� 

三次市で（封鎖堕し普及しています。 ��� 

介護予防ラジオ体操を瞭口ってし屯」と回答されたのは三次 ��� 

市内平均66，9％でした。 ���■ ��� �� � � � � � � � � � � � 

吉舎町は67．6％市内で一番高かったのは三春脚の8 �0％ 
0　、、　　＿ 0」。　　　　　　　　！ 動かしやすい体づくりに、この体操はとてもおススメです。 ���������集衰霊㊥崇富 る□知らない 

引き続きケ」フルテレビや出前講垂等で普及を図りますので、地 

域で取り組みたい場合は気軽に声をお力けください口（保鍵珊 i 

募るごどきんきい伯44　6

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係
　
℡
4
3
，
3
1
1
1

地
域
づ
く
り
係
℡
4
3
－
3
宣
1
2

菓
尾
崎
山
公
園
ベ
ン
チ
寄

士
星
口
の
街
が
一

た
ち
が
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
祭

典
＝
第
鰐
回
全
国
健
康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

宮
城
・
仙
台
2
0
1
2
」
＝
が
1
0
月
に
仙
台
市
を
中

心
に
開
催
さ
れ
、
「
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」

へ
広
島
県
代
表
と
し
て
曽
根
忍
さ
ん
（
徳
市
）
と
中

倉
政
子
さ
ん
（
徳
市
）
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
〕

中
倉
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
よ
り
先
輩
の
み
な
さ
ん

が
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
た
り
、
全
国
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
交
流
す
る
こ
と
で
大
変
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
が
楽
し
ん
で
踊
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
パ
ワ
ー
を

も
ら
え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い
き
た
い

－
。
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
（
地
域
つ
く
り
係
）

漢
浄
水
場
見
学

1
0
月
1
6
日
（
火
）
に
八
幡
小
学
校

4
年
生
が
、
土
星
足
第
1
浄
水
場
を
見
学

し
ま
し
た
。

士
星
口
町
内
に
は
4
か
所
の
浄
水
場
が

あ
り
、
土
塁
唇
和
1
浄
水
場
は
旦
藍
堕
高

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま

す。
こ
の
浄
水
場
で
は
、
薬
品
と
自
然
の

ち
か
ら
を
利
用
し
て
水
を
き
れ
い
に
し

て
お
り
、
1
日
に
約
7
0
0
3
m
の
飲
み

水
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
馬
洗
川
の
川
底
か

ら
取
水
し
、
浄
水
す
る
過
程
の
装
置
や

ろ
過
池
を
見
学
し
ま
し
た
。

事
前
に
た
く
さ
ん
の
聾
壁
思
し

熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

（
地
域
づ
く
り
係
）

公
園
の
展
望
台
へ

土
塁
ロ
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ー
マ
フ
が
ベ
ン
チ
を
寄
贈
さ

ま
し
た
。
秋
が
深
ま
る
ー

」
れ
か
ら
の
季
節

ぜ
ひ
尾
崎
山
展
望
台
へ
上
っ
て
見

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
？

（
地
域
づ
く
り
係



中国横断自動車道尾道鞄笠［線の工事が町

内でも進んでいます。これから全線供用開

始までの予定は次のようになっています。

平成24年度開通予定

吉田掛合IC一　三次帽「〃Ic（仮）

平成25年度開通予定

三次調「“lc（仮）一　吉舎Ic（仮）

平成26年度開通予定

吉舎IC（仮）一　世羅IC

来範殊までにl井手舎IC（仮）の連用が

開始される予定です。（地域づくり係）

7　青石こどきんきい伯44

願
艶
聞
厩
舎
総
合
小
品
展

日
本
の
美
術
界
に
強
い
存
在
感
を
示

す
日
展
を
舞
台
に
活
躍
す
る
県
内
作
家

の
力
作
を
集
め
た
展
覧
会
で
す
『

日
本
国
洋
画
彫
刻
圭
一
至
大

術
書
の
5
科
か
ら
な
る
本
展
で
は
作

者
の
心
象
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
さ

れ
て
お
り
、
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て

き
て
い
ま
す
宣

芸
術
の
深
い
香
り
が
漂
っ
当
館
な
ら

で
は
の
特
別
展
に
ご
期
待
下
さ
い
。

期
間
　
1
1
月
1
3
日
（
火
）

～
1
2
月
9
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

（
月
曜
日
は
休
館
）

場
所
　
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
き

（
℡
4
3
－
2
2
3
1
）

入
館
料
一
般
　
　
　
4
0
0
円

館
歳
以
上
　
3
0
0
円

高

校

生

　

　

2

0

0

円

中
学
生
以
下
及
び
障
空
暑
手
帳
な
ど

所
持
者
〃
介
助
者
は
無
鵠

（
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
〃
き
き
）

書
生
清
適
を
整
備
す
る
き

工
事
費
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す

三
次
市
で
は
、
1
戸
以
上
の
住
宅

が
日
常
生
活
上
、
主
と
し
て
利
用
し

て
い
る
と
と
も
に
一
般
の
通
行
の
用

に
供
し
て
い
る
市
（
国
・
県
）
道
以

外
の
道
を
、
新
た
に
舗
装
を
し
た
り

幅
員
の
拡
幅
（
道
路
側
溝
新
設
を
含

む
）
を
す
る
工
事
費
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
㍉

○
条
件
は
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
整

備
工
事
に
限
り
ま
す
。

用
延
長
は
、
柳
m
以
上
と
す
る
。

物
情
貝
は
、
舗
装
新
設
の
場
合
鵬
m

以
上
と
し
、
改
良
の
裳
ロ
3
0
m
以

上
と
す
る
℃

㈲
舗
装
厚
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
場

合
3
帥
以
上
の
も
の
と
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
場
合
8
帥
以
上
と
す

る。た
だ
し
、
生
活
道
敷
地
の
所
有
権

そ
の
他
の
権
利
を
有
す
る
者
の
同
意

が
得
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
補
助
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
の
額
、
補
助
率
等
は
、
1
0

分
の
5
を
基
本
と
し
、
一
生
活
道
に

つ
き
5
0
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
ら

詳
細
に
つ
い
て
は
次
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
次
市
土
塁
号
爵
地
域
づ
く
り
係

（
℡
4
3
・
3
1
1
2
）

ま
た
は
三
次
市
建
設
部
土
木
課

（
℡
6
2
・
6
1
5
6
）

（
地
域
づ
く
り
係
）

図
書
館
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ピ
ラ
テ
ィ
ス
体
験

参
冊
笠
重
量
華
中

ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
ス
ト
レ
ッ
チ
プ
ラ

ス
筋
力
を
高
め
る
た
め
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
で
す
。

「
近
頃
疲
れ
気
味
で
好
き
な
本
も
読

め
な
い
わ
」
と
い
う
あ
な
た
に
ピ
ッ

ダ
リ
の
講
座
で
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で

す
っ
き
り
し
ま
し
ょ
う
ー
・

○
日
時
　
1
1
月
館
日
（
日
）

l
回
目
　
1
0
時
5
0
分
～
1
2
時

2
回
目
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

○
会
場
　
土
星
星
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
講
師
　
沖
増
美
沙
さ
ん

（
F
T
P
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス

ア
ド
バ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

○
対
象
　
中
学
生
以
上

○
参
加
費
　
無
料

○
募
集
人
数
　
各
回
と
も
1
0
人
程
度

○
締
切
　
日
月
柳
日
（
火
）

○
申
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は
、
土
塁
旦
図

書
館
（
℡
4
3
－
4
5
1
3
）
ま
で

（
士
星
口
図
書
館
）

8
㌔
㌃
ん
．
ヒ
ブ
．
装

球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

“
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
（

無
料
接
種
）
が
平
成
鰐
年
3
月
3
1

日
で
終
了
し
ま
す
。

平
成
鮪
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
接

種
し
た
回
数
分
の
み
が
公
費
対
象
と

な
り
、
あ
と
は
自
費
で
接
種
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
で

璧
」
希
望
の
方
は
、
予
防
接

種
券
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

攫
母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種

券
冊
子
を
」
持
参
の
う
え
士
基
因
支

所
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
総
合
調
整
係
）

書
道
5
0
3
号
縁
故
良
工
事

市
道
辻
5
0
3
号
線
（
旧
吾
平
線
）

の
道
路
改
良
工
事
に
着
工
し
ま
す
。

工
期
は
平
成
鰐
年
1
月
3
1
日
ま

で
の
予
定
で
す
。

工
事
に
伴
い
、
道
路
の
交
通
規
制
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
工
事
概
要
】

拡
幅
工
事
　
延
長
　
9
1
“
6
m

舗
装
工
事
　
延
長
1
1
0
．
5
m

（
地
域
づ
く
り
係
）

妻
雪
害
さ
と
ブ
一
言
X
a
宣
0
4
情
報

日
月
下
旬
か
ら
は
有
兼
文
枝
さ
ん
の
押

し
絵
の
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



鯛随一“鰯領海II抗諮湾勘のウォ「串タクマ秒欄間坤）
～元気アップ教室OB生　害舎会～
元気アップ教室OB会一吉舎合一では、身近な吉舎ならではのウオーキング

マップの作成に取り組んでいます。

畜舎町のウオーキングマップ、みなさんご存知ですか？＼一昨年度、「晶の滝」「いこいの森」「大薬毒」「とみしの里」のコースを歩

き、マップをつくりました。
今年は7月に正興毒、10月（こは大愚寺まで歩いていきました。

今あるウオーキングコースを歩き、新しい発見や感想などを盛り込んで、さら
にバージョンアップしていくことにしています。
10月の大慈善まで歩いた日は、雨も降り天候があまり良くありませんでし

たが、元気よく歩いてきました。見慣れた風景なのですが、歩いてみるとその

中にも新たな発見もあり、紅葉の始まったばかりの大蒜毒の境内へ元気よく到
着しました。　境内周囲には大きなモミジの木もあり、シーズンには幻想的な

景色が見られそうです。健康づくりにもな

り、四季折々の草花や景色を楽しめる「吉
舎ならでは」のウオーキングマップを活用

して、「よくぼりウオーキング」はいかが

でしょうが！？吉舎町の新たな発見をして

みてくださいね。（保健師）

ウオーキングマップについての詳しいことは、吉舎支所
総合調整係へお問い合わせください。（℡43－3111）

＿畠関田書目国書重璽豊里＝書韓高音音曲獲続E登園寡：回国mp≡ �� 

11月12日（月）13：30－ �吉舎町自治振興連合会理事会 �吉舎生涯学習センター 

11月15日（木）13：30－ �消防訓練・自主防災組織の出前講座 �中四字コミュニティセンター 

11月16日（金）8：00－ �ささ楽生壁　修学旅行 �山口県　柳井・岩国方面 

11月17日（土）9：30～ �鳥の巣箱を作ってみよう！（ウエットランド団主催） �三良坂民俗資料館（灰塚） 

11月17日（土） �吉舎給食サービス �吉舎地区 

11月18日（日）8：45～ �楽しく歩こう会（尾道松江線海田原橋） �敷地グラウンド駐車場集合 

11月20日（火）19：00～ �議会報告会 �吉舎生涯学習センター 

11月20日（火） �消防訓練 �吉舎徳市自治交流センター 

11月25日（日）13：30～ �消防訓練・吉舎コミュニティセンター大掃除 �吉舎コミュニティセンター 

11月30日（金）10：00～ �ささ楽生塾　消防講演会及び修了式 �吉舎生涯学習センター 

12月　2日（日）9：00～ �コミュニティセンター周辺環境美化活動 �八幡コミュニティセンター 

12月　2日（日） �敷地高齢者配食サービス �敷地地区 

12月　2日（日） �安田高齢者給食サービス �安田地区 

12月　6日（木）13：30～ �干支の折り紙講習会 �吉舎生涯学習センター 

12月　9日（日）9：35－ �しめなわ作り講習会 �八幡小学校 

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会　吉舎町自治振興連合会　三次市吉舎町吉舎718番地1電話・FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43‾3112FA演能毀れM44　8

そ
ろ
そ
ろ
冬
に
備
え
た

ス
ト
レ
ッ
チ
は
い
か
が
？

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
盤
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

場
所
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
・
金
曜
日

9
時
0
0
分
か
ら
日
時
5
0
分
ま
で

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日
　
日
月
2
2
日

◎
開
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿
直

室
で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

℡
4
3
－
3
1
1
1

2
ト
ン
事

［
く
み
取
り
日
］
　
　
1
2
月
3
日
　
（
月
）

4
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
〃
火
曜
日

申
込
先
　
　
　
　
　
（
祝
日
を
の
ぞ
く
）

毎
週
金
曜
日
午
後
3
時
ま
で
に

三
次
市
吉
舎
支
所
総
合
調
整
係

℡
4
3
－
3
1
1
1

日
月
2
0
日
　
（
火
）
　
〃
1
2
月
4
日
（
火
）

場
所
・
時
間

〇
三
次
市
役
所
　
　
　
　
1
0
時
0
0
分
～

〇
三
次
市
三
良
坂
支
所
　
日
時
的
分
～

引
き
取
り
手
数
料

○
成
犬
・
成
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
以
上
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
2
0
0
0
円

○
仔
犬
。
仔
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
未
満
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
　
4
0
0
円

三
次
市
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

℡
6
2
－
6
1
3
6


